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研究成果の概要（和文）：チベット・ビルマ語派に属する諸言語には、動詞に「方向接辞」が付加されて、動作
の方向を表す現象が見られるものがある。本研究の目的は、この方向接辞を持つ言語の、主な国内研究者が共同
し、各言語の方向接辞の機能と類型を比較考察することだった。各言語の方向接辞に関する研究を深化させ、同
語派における方向接辞の類似点・相違点を明確にした。最終年度に開催した国際ワークショップと、その内容を
論文化したものを編集した『方向接辞の機能』などが成果となる。

研究成果の概要（英文）：Some languages belonging to Tibet-Burman language group have "the 
directional affix (mainly, prefix)" which is added to a verb, and expresses a direction of the 
movement. The purpose of this project is a comparative study of the function and type of the prefix 
of each language, by researchers in Japan. We deepen the study on directional prefixes of each 
language and made the similarity or difference of such prefixes clear. We produced the international
 workshop on the topic in the final year and we will publish the volume titled "The functions of the
 directional prefix in Tibeto-Burman" in 2019.

研究分野： 人文学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語の「書き『上げる』」や、英語の ‘finish “up”’のように、「方向を示す表現」が動詞句の一部を構
成すること、またその表現が「完了を示す表現」に転じたりすることが知られている。本研究では、チベット・
ビルマ語派という言語グループの中で「動詞句の中に方向接辞という要素を持つ言語」の研究者が参集し、各言
語でさまざまな振る舞いを見せる「方向接辞」の諸相を明らかにした。同語派の歴史的な発展の研究、及び他の
語族における同種の接辞の研究に寄与することが期待できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
チベット・ビルマ語派（以下、TB 語派）は、東アジア及び東南アジア大陸部に広く分布す

る言語集団である。山岳・山地に住する民族によって話される言語も多い。当該地域において、
話者の動作が山・水源とどのような位置関係にあるのかは重要な情報であるため、動詞に付加
され「動作の方向」を示す要素「方向接辞」が発達したと考えられていた。 

 
ダパ語の方向接辞の例 

方向接辞は、時間的な方向すなわち「過去・未
来」といった時制にも関係する場合がある。 
                             
※接辞の中でも「接頭辞」タイプが一般的だが、
Ａ：動詞に先行する場合と、Ｂ：動詞と助動詞（あ
るいは動詞述部）の間、つまり述部要素に先行す
る場合がある。本課題で扱う言語から例を示す（共
に音表記は簡略化した）。本研究ではどちらのタイ
プも「動詞句内の接辞」として研究対象とする。 
 
 

例）Ａ 西夏語  接頭辞－動詞語幹(－助動詞)  wI-we  「あちらに行け」 

  Ｂ ジンポー語 動詞語幹－接頭辞－述部要素 sa s-it  「あちらに行け」   
なお TB 語派でも、チベット語やビルマ語のような大言語には方向接辞が見られない。近年

の研究で、現代の、TB 語派少数民族語の方向接辞の音形や機能が明らかになると、ほぼ千年
前の西夏語の方向接辞とも密接な関係があることがわかった。このような背景の下、TB 語派
方向接辞の歴史的発展に関して、諸言語の比較検討が求められていた。 
 
２．研究の目的 
 １．のような背景の下、本研究の目的は、TB 語派に属する新旧各言語の研究者が共同で、
方向接辞の機能と類型を比較考察し、同語派の史的変遷の一端を明らかにすることであった。 
 国際的にも周知のことだが、日本国内には多くの、TB 語派に属する言語の研究者がおり、
本課題に該当する「方向接辞を有する言語」の専門家をメンバーとして招集することができた。
具体的には、西夏語（荒川慎太郎・代表者）、ムニャ語（池田巧）、ダパ語（白井聡子・分担者）、
ギャロン語（長野泰彦）、ジンポー語（倉部慶太・分担者）、チン語（大塚行誠）である。各言
語の地理的な関係は以下の地図のようになる。 

※西夏語は 11～13 世紀に中国西
北部に栄えた西夏国の言語であ
る。現在死語となっているものの、
「西夏文字」による文献が数多く
残り、言語調査が可能である。現
在四川省で話されている、ムニャ
語が、系統的に近いのではないか
と推測されてきた。 
 

 

 

 

 

 
こうした陣容で、個々人のデータの集積を比較検討し、方向接辞ごとの類似点・相違点を明ら
かにすることで、TB 語派の史的変遷の一端を明らかにすることが目的であった。 
 
３．研究の方法 
 代表者の専門とする西夏語をはじめ、各言語の「方向接辞」は十分に記述されていなかった。
加えて、言語同士を比較検討するという試みもなされていなかった。そこで、各人が個別言語
の方向接辞について、用例を集めて個別に研究・記述する一方、西夏語とムニャ語、ダパ語と
ギャロン語、ジンポー語とチン語など、地理的・類型的に近いとされる言語でペアを組んで、
比較対照研究を行なった。 
 各人が言語調査を継続するとともに、毎年度定期的に研究会・ワークショップで集い、発表
質疑を通して研究を深化させた。 
 



４．研究成果 
本研究の成果を、(1) 国内外のワークショップの開催、(2) 成果刊行物の編集、に分けて述べ、

総括する。 
(1) 国内外のワークショップの開催 
初年度、2017 年 1 月に東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所にて、東京外国語

大学 AA 研「頭脳循環プロジェクト」・方向接辞科研共催国際ワークショップ Workshop 
(KAKENHI Project “Aspects of Tibeto-Burman Languages through analysis of the 
Directional prefixes”): Directional prefix of Tibeto-Burman languages を開催した。荒川・池
田・白井・長野の 4 名が発表、海外からチベット語の研究者（ロンドン大学 SOAS, Nathan Hill
博士）もゲストとして加わり、意見を交換した。 
２年度、2017 年 11 月、立命館大学で開催された日本言語学会第 155 回大会（審査有）にて、

ワークショップ「チベット・ビルマ諸語における「方向接辞」の諸相」を開催、西夏語とムニ
ャ語、ダパ語とギャロン語、チン語とジンポー語それぞれを対照比較した研究を発表し、会場
から意見を得た。 
最終年度、2019 年 3 月に東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所にて、国際ワー

クショップ Workshop (KAKENHI Project “Aspects of Tibeto-Burman Languages through 
analysis of the Directional prefixes”): Directional Prefix in Tibeto-Burman languages (2)を
開催し、上記の内容を深化させ英語化した内容を発表、海外からのゲスト 2 名（Lai Yunfan, 
Zhang Shuya）から他の TB 語派の方向接辞の情報を得るとともに、方向接辞に関する意見交
換を行なった。 

 
(2) 成果刊行物の編集 

最終年度に開催した国際ワークショップの内容を論文化したものを編集した成果刊行物、
『シナ＝チベット系諸言語の文法現象３ 方向接辞の機能』を準備中である。上記(1)の海外ゲ
ストからの寄稿など、当初予定より拡大した内容となったため、最終年度中の刊行は成らなか
ったが、京都大学人文科学研究所から 2019 年度中に刊行予定である。 

 
TB 語派のうち方向接辞を持つ言語の、主な国内研究者が共同し、各言語の方向接辞の機能

と類型を比較考察し、各言語の方向接辞に関する研究を深化させ、同語派における方向接辞の
類似点・相違点を明確にした。具体的には、いわゆる「方向接辞」は、１）一見、北方の言語
が複雑かつ多種のようだが、南方のチン語周辺言語からそれは一概には言えないこと、２）西
夏語のように方向接辞が義務的ではないもの、ムニャ語のように義務的に動詞句に現れるなど、
言語によって重要度に違いがあること、３）「方向」といっても物理的・地理的な方向に限られ
るものではないこと、などユニークな各種特徴を明らかにすることが出来た。今後の TB 語派
の歴史的・類型的研究に有効なものと信じる。 
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